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要 旨

福岡県で1987年12月 ～1988年5月 に発生 した5件 の非細菌性集団食中毒様事例の電子顕微鏡によるウ

イルス検索を実施 し,全 事例からSRVが 検 出された.5事 例 はいずれも嘔気,嘔 吐,腹 痛,下 痢を臨床

主徴 とし,症 状は比較的軽 く,患 者 は2～3日 で回復 した .疫 学調査の結果,推 定原因食品として事例

2,3で 生 カキが挙げ られた.電 顕によるウイルス検索 によ り各事例か ら検 出されたSRVは 直 径約

30～35nmの 辺 縁に突起様構造を有す るSRVで あ り,形 態的にも類似 していた.患 者ペア血清を用いた

免疫電顕法の結果,事 例1,事 例2と3及 び事例4と5の3群 のSRVに 大別 された.ま た事例2のSRV

は都 衛研 より分与 されたtype 11と82-21(愛 媛 衛研 より都衛研に分与 されたハワイ関連因子)患 者ペア

血清 との間に有意な抗体上昇が認め られることか ら,東 京都 と愛媛県で報告 されている一部の粒子に近

縁なSRVで あ ると考 えられた.

序 文

感染症 としての ウイルス性胃腸炎は主 として冬

季に多発 し,患 者の糞便中からは比較的大型の ロ

タウイルスや直径約30nm前 後の小型球形 ウイル

スいわゆるSRV(smallroundvirus)が しばしば

検出される.こ れ らの検出ウイルスの過半を占め

る乳児嘔吐下痢症の原因ウイルスとされるロタウ

イルスの研究は進んでお り,最 近,各 地で従来の

定型 ロタウイルスと異なる非定型 ロタウイルスに

よる急性胃腸炎の集団発生の報告 もある1)～5).こ

れに対し,SRVは 現状ではそのほ とんどが培養不

能なことや電子顕徴鏡による検出しかできないこ

とから,粒 子の性状や分類上の位置 など不明なこ

とが多いが,嘔 吐 ・下痢 ・腹痛を伴ない冬季に頻

発する非細菌性の集団食中毒様事例への関与が示

唆 され,あ るいはSRVに 起因する集団食中毒様

事例が各地で報告 されている6)～11).

福岡県においても感染症サーベイランス事業で

県内の小児科医院よ り搬入されるウイルス性 胃腸

炎疑い患児の糞便や,県 内で発生 した非細菌性集

団食中毒様事例の患者糞便中の ウイルス検索を電

子顕微鏡を用いて実施 してお り12),1987年12月 か

ら1988年5月 に県下で発生 した5件 の非細菌性集

団食中毒様事例からSRVが 検出されたのでその

詳細について報告する.

材料 と方法

材料:1987年12月15日(事 例1),同12月19日(事

例2),1988年1月30日(事 例3)同4月23日(事

例4)及 び5月25日(事 例5)に 県下で発生した,

細菌検査で病原細菌の検出されない5件 の非細菌

性集団食中毒様事例において採取された糞便の中

で,R-PHA法 で陰性のものを供試検体 とした.

電子顕微鏡(EM)法:糞 便の10%乳 剤にダイフ

ロンS3を 等量加えて撹拌後,低 速遠心 して水層を
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回収 し,10,000rpmで30分 間遠心した上清を35%

庶糖液3mlに 重層 し,40,000rpm(ベ ックマン,

S50.1ロ ーター)で2.5時 間高速冷却遠心後,得 ら

れた沈渣を蒸留水に再浮遊した ものを親水化処理

を施した支持膜上に滴下 し,リ ンタングステン酸

でネガティブ染色して1グ リッド(400メ ッシュ)

につき少なくとも5ス クェアを観察 してウイルス

粒子の検索を行なった.

免疫電子顕微鏡(IEM)法:急 性期 と回復期の

患者血清を リン酸緩衝液で希釈 し,56℃ で30分 間

非働化後,40,000rpmで1時 間高速遠心 した上清

と患者糞便から精製後,希 釈調整 された ウイルス

浮遊液を混合し,室 温で1時 間静置後,4℃ にて

1夜 放置 したものを リンタングステン酸で染色 し

た.反 応の程度はウイルス粒子の凝集 と粒子に対

す る抗体の付着度を観察 し,抗 体付着の認め られ

ないものを0,部 分的に少量の抗体の付着 したも

のを1+,全 体的に抗体の付着した多量の凝集粒

子像を2+,著 しい抗体の付着 した数個の凝集粒

子像を3+,過 度の抗体が付着 して粒子の原形を

とどめないものを4+と し,急 性期 と回復期血清

との間で1以 上の相異を認めるものを有意な抗体

上昇 と判定した.

成 績

1.疫 学調査

県下で発生した上記5件 の集団食中毒様事例に

ついて,患 者数,潜 伏時間,推 定原因食品等に関

する調査を実施した(Table1).

事例1:1987年12月15日 か ら16日 にか け県下

K保 健所管内の山間部の4小 学校 と1中 学校で,

学童 と教員を含む87名 が嘔吐,腹 痛を主徴 とし,

軽度の下痢を伴な う急性胃腸炎症状を呈 し,給 食

が原因として疑われたが原因食品の特定はできな

かった.

事例2:同 年12月19日 に県下M保 健所管内の

飲食店で忘年会に出席 した14名 中11名(20～44歳

までの男性1名 と女性10名)が 急性胃腸炎症状を

呈 した(罹 患率78.6%).本 事例では宴会で料理を

喫食 して14～42(平 均31.3)時 間後に嘔気,下 痢,

腹痛などの症状を呈した.発 熱(2名)は 軽微で,

便は軟便かあるいは下痢便であ り,2～3日 で回

復 し予後は良好であった.本 事例の原因推定食品

として生 カキ(酢 ガキ)が 挙げ られ,宴 会出席者

14名 中カキを喫食 した11名 全員が発症 しているの

に対 し,非 発症者はカキを喫食 していないことが

明らか となった.

事例3:1988年1月30日 に同じくM保 健所管

内 の 飲 食 店 で の宴 会 に 出 席 した22名 中19名

(15～39歳 までの男性15名 と女性4名)が 集団で急

性胃腸炎症状を呈した(罹 患率86.4%).こ の事例

における潜伏時間は4～72時 間で,平 均は33.1時

間であった.初 発症状は嘔気や嘔吐を主徴 とし,

発熱は軽微のもの4名 であった.原 因推定食品と

して当 日は このグループのみが喫食していた酢 ガ

キ(地 ものの加工用 カキ)が 挙げられ,出 席者22

名中16名 がこれを喫食し,喫 食者全員 と他に酢 ガ

キを喫食 していないもの3名 を加えた計19名 が発

症 した.

Table 1 Characteristics of outbreaks of nonbacterial gastroenteritis in Fukuoka
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事例4:同 年4月23日 か ら25日 にか けて県下

Y保 健所管内の女子高において生徒35名 が口区吐,

下痢,腹 痛,頭 痛を主徴 とした急性胃腸炎症状を

呈 した.調 理実習で喫食 した食品が疑われたが原

因食品の特定はできなかった.

事例5:同 年5月25日 に県下M保 健所管内の

小学校で1～3年 生56名 が急性胃腸炎症状を呈 し

た.臨 床症状は腹痛,嘔 気,嘔 吐を主徴 とし他に

下痢を伴なった.給 食が原因 として疑われたが原

因食品は不明であった.

2.ウ イルス学的検索

EM法 によるウイルス検索の結果,全 事例から

Fig:1に 示すよ うなSRVが 検出された.検 出さ

れたSRVは いずれも形態学的に類似 してお り,

直径約30～35nmの 辺縁に突起様構造を有する粒

子であった.事 例1で は供試 された8検 体中1検

体(小2,女 児)か ら,事 例2で は6検 体中2検

Fig. 1 Electron micrograph of small round virus

(No. 2 outbreak).

体(35歳,男 性,44歳 ・女 性)か ら,事 例3で は

10検 体 中3検 体(男 性 ・22,27,37歳)か ら,事

例4で は4検 体 中1検 体(女 子高生)か ら,ま た

事例5で は9検 体中5検 体(9歳 ・男児2名,8

歳 ・男児2名 及 び女児1名)か らSRVが 検 出 され

た.

3.IEM法 に よる血清学的検 索

5件 の事例 に よ り検 出 され たSRVと 入 手 し得

た事例1,2,5の 急 性期 と回復 期の患者 ペ ア血

清 を用 いたIEM法 に よ る血清 学的検 索 の結果 は

Table2に 示 した 通 りで あった.ま た,IEMの 判

定 は ウイルス粒 子の凝集及 び粒子 と抗体 の反応 の

程 度(Fig.2A,B,C,D,E)を 観 察 す る ことに

よ り行 った.事 例1の 患者 ペ ア血清 には事例1で

検 出 されたSRVが,事 例2の 患者 ペ ア血 清に は

事例2,3で 検 出 されたSRVが,ま た事例5の 患

者ペ ア血 清 には事例4,5で 検 出 され たSRVが

有 意 な抗体上 昇を示 した.

比 較 的 ウイル ス量 の多 か った事 例2のSRVと

東 京都衛 生研究所 よ り分与 された患者 ペア血 清 と

を用 いてIEM法 を 実施 した結 果,事 例2のSRV

は都 衛研 のNorwalk-likevirus5型(N-5粒 子)

で発 症 した患者 ペア血清(type11)に 対 し有意 な

抗体 上昇を示 し,ま た愛媛 衛研82-21の 患 者 ペ ア血

清(愛 媛 衛研 よ り都 衛研 に分与 された ハ ワイ関連

因子感 染血清)に 対 して も有意 な抗体上 昇が認 め

られた(Table3).

考 察

疫 学調査 の結果 か ら,今 回の5件 の事例 には共

通所 見が認 め られた.即 ち,(1)患 者 は学童 か ら成

人に至 る幅広 い年 齢層 であ るこ と,(2)判 明 した も

Table 2 Results of immune microscopy with paired sera of patients

Conv.: Convalescent

感染症学雑誌 第63巻 第8号
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Fig. 2 Aggregates of SRV particles and convales-

cent serum from patient Antibody coating of

SRV particles was scored as 0 (A), 1+(B), 2+

(C), 3+ (D), 4+ (E) respectively.

Two SRV particles linked by a single antibody

molecule (arrow).

A B

C

D E

Table 3 Results of immune electron microscopy

with paired sera of Hawaii agent

Conv.: Convalescent

のの潜伏時間の平均が約30時 間であること,(3)臨

床症状は嘔気や嘔吐を主徴とすること,(4)有 症期

問は約2～3日 と短 く予後良好であること,(5)既

知病原細菌の特定ができないこと.こ れ らの所見

の特徴はSRVに 起 因す る急性 胃腸炎の疫学 所

見13)に酷似 していた.

ウイルス学的検索により,5件 の事例で検出さ

れた各SRVは 辺縁に突起様構造を有す る粒子で

あ る ことか ら,Caulら14)の 分類 に よるSRSV

(small round structured virns)に 属す るSRVと

考えられ る.

各事例で検 出されたSRVと 事例1,2,5の ペ

ァ血清を用いた血清学的検索の結果,5件 の事例

は事例1,事 例2と3及 び事例4と5の3群 の

SRVに 大別 されたが,既 知の因子 との類縁を論ず

るまでには至らなかった.し か し,事 例2のSRV

は都衛研type 11の ペア血清に対 し有意な抗体の

上昇があり,N-5粒 子(都 衛研ハ ワイ関連因子)は

82-21の ペア血清に対 して有意な抗体上昇を示す

こと,ま た事例2のSRVは82工21の ペア血清に対

して も有意な抗体上昇が認め られ ることか ら,ハ

ワイ因子に近縁なSRVと 推測 される.

5件 の事例において検出されたSRVと 病因 と

の関連については,(1)他 に既知病原細菌の断定が

できないこと,(2)IEM法 の結果,患 者の急性期 と

回復期血清との反応の間に有意な抗体価の上昇が

認め られる(事 例3,4に ついては患者血清が得

られなかったため,ウ イルス検出患者の自己血清

によるIEM法 実施不能)こ とか ら,検 出された

SRVが 今回の集団急性胃腸炎の起因 ウイルスで

あったことが示唆 された.

これら5件 のSRVに 起因する集団食中毒様事

例で特に注 目されるのは事例2,3の2件 であ り,

この2件 はSRV汚 染 カキ生食による急性胃腸炎

であった可能性が高い.飲 食物を介 したSRVに

よる急性胃腸炎の集団発生例は各地で数多 く報告

されている15)～20).原因としてはSRVに よって汚

染された飲料水や,SRVに 汚染 された海域で採取

された二枚貝(カ キ,ハ マグ リ,ト リガイ)の 喫

食及び食品取扱者を介 してのSRV伝 播が考えら

れている.食 品の中で報告例が多いのはカキによ

るもので,カ キに関連する食中毒様事例は毎年そ

の喫食時期である冬季に多発する傾向が認め ら

平成元年8月20日
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れ,カ キを生食あるいは加熱不十分なまま喫食 し

て急性胃腸炎症状を呈することが多い.

このように近年,冬 季の非細-菌性集団食中毒様

事例 におけ るSRV感 染症事例の中では カキが

SRVの 媒介物 として推定され ることが多 く,食品

衛生上か らも食品を介 したSRVの 伝播防止対策

を構 じることの重要性が指摘されている.しかし,

カキ とSRVと の濃厚な関係が示唆 されているに

もかかわ らず,カ キからSRVを 検出した報告は

ほとんどない.ま たSRVに よる集団発生事例の

場合には原因食品を特定で きない場合 も多いの

で,類 似した症状を呈する他の疾病 との関連 も考

慮に入れ,幅 広 い見地からSRVの 生態を考えて

いく必要がある.
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非細菌性急性胃腸炎患者から検出されたSmall Round Virus 821

Small Round Viruses Isolated from Acute Infectious Nonbacterial Gastroenteritis in Fukuoka

Ryuichi OHTSU, Shigenori FUKUYOSHI & Katsumi TAKAHASHI
The Fukuoka Environmental Research Center, 39 Mukaizano, Dazaifu, Fukuoka

The existance of virus in facal specimens was investigated by electron microscopy in five
outbreaks of nonbacterial acute gastroenteritis. Small round viruses (SRV) were found in all
outbreaks. The negatively stained particles were about 30-35 nm in diameter and with ragged edges.
Morphological characteristics resembled each other. Immune electron microscopical examination
revealed large aggregates of SRV particles and antibody in convalescent sera from patients of all

outbreaks. Furthermore, the second outbreak caused by oysters contaminated with SRV seemed to be
associated with the Hawaii agent.
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